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協会役員コラム

『１８年後に届けられた手紙』
　自宅に戻ってみると未開封の手紙の中に女優の村松英子さんからの手紙が見つかりま
した。１８年前に開催されたリハビリ研究会の会場の北里記念講堂でお目にかかり、そ
の当時、地元の新聞社から出版した拙著に研究会後の懇親会の席での記念写真を添えて
お贈りしました。その事に対する御礼の手紙が１８年の時を経て届けられたのでした。
たまたま家の中で整理をされていた時に本と写真が出てきて、礼状を出したと思ってい
たが、ひょっとしてまだ出してはいないんじゃないかと思われ、慌てて礼状を認められ

たということらしい。リハ研究会の会長は慶応大学名誉教授の千野先生で、毎回、最新の話題を提供されて
いました。村松さんはシンポジストのお一人として参加されていたと思います。
　１８年後に届けられた感謝の手紙に私自身感謝しつつ、村松さんが手紙に認められているように、お会い
できる機会があることを期待しつつ、あの懐かしい日々に思いを馳せている猛暑の季節でもあります。

研修会のお知らせ

● 理事が語るシリーズ 特別セッション（LIVE 配信）
『地域リハビリテーションの取り組みと今後の展開～リハビリテーション専門職の立場から～』

　 【日　時】令和 5年 9月 23日（土）13：00～ 15：10
　 【内　容】地域リハビリテーションにおける地域連携や人材育成は、協会だけでなく職能団体においても
　　　　　　課題となっています。地域リハビリテーションの未来を構築するため、理学療法士協会、作業
　　　　　　療法士協会、言語聴覚士協会、それぞれの会長による地域リハビリテーションの展望に関する
　　　　　　特別セッションを開催いたします。講演会の後は３協会長によるディスカッションも開催しま
　　　　　　す。この貴重な機会を通じて、多職種の理解を深めるとともに、地域リハビリテーションの進
　　　　　　展と共に未来の健康な社会を築くためのアイデアを共有しましょう。
　 【講　師】斉藤 秀之 氏（当協会外部理事／日本理学療法士協会 会長）
　　　　　   山本 伸一 氏（当協会外部理事／日本作業療法士協会 会長）
　　　　　   深浦 順一 氏（当協会外部理事／日本言語聴覚士協会 会長）
　　　　　   平田 好文 氏（当協会 常務理事／熊本託麻台リハビリテーション病院 理事長・院長）
　 【締切日】令和 5年 9月 14日（木）

● 【現地開催】 第２回 事務一般職研修 『医療 ・ 介護に携わる事務スタッフへ』

　 【日　時】令和 5年 9月 29日（金）10：30～ 17：30
　 【内　容】病院・施設での事務業務は多岐にわたります。特にリハビリテーション分野においては、多く
　　　　　　の専門職に囲まれたチームの中で、事務職として色々な役割を求められることとなり、経験の



TOPICS

● 【ご依頼】令和５年度会員施設調査のご協力について（正会員対象）

　 当協会では、毎年会員施設の実態を把握し、今後の協会事業に役立てることを目的として、正会員の皆様
　 を対象に、「会員施設調査」を実施いたしております。全正会員様からの回答が必要となりますので、ご多
　 忙のところ大変恐縮ではございますが、何卒ご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

　 　【協力依頼】https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2023/07/R5chousa_member.pdf
　 　【調査期間】2023 年 8 月 1 日 ( 火 ) ～ 11 月 30 日 ( 木 )
　 　【回答方法】右記 URL よりご回答をお願いいたします。会員マイページ→ https://rehakyoh.net/

● 防災推進国民大会２０２３（９/１７・１８現地＋オンライン開催）および日本医師会関東大震災

１００年特設サイトの公開（日本医師会）

　 防災推進国民大会 2023 および日本医師会関東大震災 100 年特設サイト公開案内　 
　 https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2023/09/20230901bousai.pdf
　 ぼうさいこくたい 2023
　 https://bosai-kokutai.jp/2023/
　 日本医師会関東大震災 100 年特設サイト
　 https://www.bousai.go.jp/kantou100/

日本リハビリテーション病院・施設協会
LINE公式アカウント https://www.facebook.com/rehakyo/

8月 26日（土）～ 27日（日）の 2日間、霞ヶ関南病院（埼玉県川越市）を会場に、
今期第１回目の『地域リハ塾２０２３』が開催されました。
42施設から塾生 46名が参加し、斉藤正身塾長（当協会会長）からのレジェンド講義、
施設見学やグループディスカッション、講義終了後の懇親会などを通し、地域リハ
マインドや地域リハの実践活動の重要性などを学んでいました。

地域リハ塾２０２３ 第１回目が開催されました。

　　　　　　浅い若手時代は自らの仕事のあり方や役割に悩むことも多いと思います。また、直近３年間は
　　　　　　外部との交流も限られ大変だったのではないでしょうか。今回の研修は、他施設の見学ととも
　　　　　　に事務部門のあり方を学び、また同じ悩みを持つ人たちとの交流を通して自らの仕事のあり方
　　　　　　を見つめ直すきっかけとしていただく、そんな研修を企画しました。
　 【会　場】霞ヶ関南病院（埼玉県川越市安比奈新田 283-1）
　 【講　師】斉藤 正身 氏（当協会会長／霞ヶ関南病院 理事長）
　 【締切日】令和 5年 9月 20日（水）

※ 各研修会の詳細は、協会ホームページの ［研修会］https://www.rehakyoh.jp/workshop をご覧ください。


